
概要

詳細データ1 精神病床数,在院患者数,措置患者数,措置率,利用率の年次推移
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精神保健対策



詳細データ2 社会復帰施設の概要

胃・角膜・骨髄移植体制

概要

[腎移植体制]

これまでの国立佐倉病院を中心とした腎移植ネットワークシステムの見直しを行い,平成7年度から,中央に日本腎臓移植ネットワークの本部
を,また全国5か所にブロックセンターを設置し,統一的な基準に基づき移植を受ける患者を選択するなど,より公平で公正な腎移植ネット
ワークの整備を図ることとしている。また,腎移植に関する普及啓発の事業は,全国44か所の腎バンクが行っている。
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[角膜移植体制]

(財)日本眼球銀行協会が中心となり,全国48のアイバンクが角膜移植推進のため,国民に対する普及啓発活動を行い,併せて角膜提供者の登録,
角膜の斡旋などを行っている。

日本骨髄バンクの体系図

[骨髄移植体制]

骨髄移植推進財団が実施主体となり,日本赤十字社の協力を得て骨髄提供希望者の募集および登録,普及啓発,骨髄移植までの連絡調整などを
実施している。

平成6年度からは一部の保健所において骨髄提供希望者の登録受付を開始したところである。

詳細データ1 人工透析患者,腎臓移植希望者及び移植件数の推移
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角膜移植の体系と現状(平成6年3月末現在)



健康づくり対策

概要 第2次国民健康づくり対策(アクティブ80ヘルスプラン)の施策一覧

[日常生活における健康づくり]

厚生省では,昭和63年度から,栄養,運動,休養のバランスのとれた健康的な生活習慣の確立を目指した積極的な健康づくり対策である第2次国
民健康づくり対策(アクティブ80ヘルスプラン)を開始し,健康的な食生活習慣の確立や適切な運動習慣の普及をはじめとする各種の施策を
推進している。
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詳細データ2 骨髄バンクにおける骨髄提供希望登録者,患者登録者,移植件数
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1 栄養詳細資料1 各施策の概要



詳細データ1 全国に占める国立病院・療養所施設数,病床数の推移
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国立病院・療養所

概要 国立病院・療養所の概要



詳細資料1 国立病院・療養所再編成計画の進捗状況
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国立病院・療養所の再編成

概要 再編成後の機能類型
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医療施設の動向

概要 医療施設(宿院・診療所)数の推移



詳細データ2 病院種別病院数

詳細データ3 病院種別病床数

詳細データ4 病床種別病床利用率

厚生白書（平成７年版）

詳細データ1 開設者別病院数および病床規模別病院数



医療従事者の動向

概要

[医師数の推移等]

医師および歯科医師の数は,年々増加してきており,平成4年現在,医師219,704人,歯科医師77,416人。

昭和61年に,学識経験者による検討委員会から,平成7年を目途として,医師,歯科医師の新規参入をそれぞれ10%,20%削減すべきという意見を
受けており,以来,大学の定員を医学部(医科大学)7.7%,歯学部(歯科大学)19.7%削減してきている。

医師を年齢別にみると,全体では30歳代が最も多いが,開業医は60歳代が最も多く,高齢化が進んでいる。

詳細データ1 医師数の推移

詳細データ2 歯科医師数の推移
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詳細データ5 病床種別平均在院日数



成力の強化等総合的な人材確保対策が講じられている。

詳細データ3 看護職員需給見通し(平成3年12月策定)
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[看護職員の需給見通し]

平成3年12月に策定された「看護職員需給見通し」においては,平成12年に就業者を約116万人とすることで需給が均衡する見込みとなって
いる。

平成4年制定の「看護婦等の人材確保の促進に関する法律」およびこれに基づく基本指針を基盤として,離職防止・処遇改善,就業の促進,養
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医療計画

概要

[医療計画の制定]

医療計画は,多様化,高度化する国民の医療需要に対応して,地域の体系的な医療供給体制の整備を促進するため医療資源の地域的偏在の解消,
医療施設相互の機能連係の確保等を目的として制度化され,その後,各都道府県においてその作成が進められ,必要的記載事項については,平成
元年3月31日までに策定が完了し,任意的記載事項については,平成3年12月27日までに策定が完了した。

また,平成2年度からは都道府県単位に作成された医療計画の着実な推進を図るため,任意的記載事項の一部として,二次医療圏ごとに地域保
健医療計画を策定することとし,46の都府県で作成・公示された。

[医療計画の見直し]

医療計画について,少なくとも5年ごとに再検討を加えることとされている。そのため,平成3年6月には,地方ブロック問における必要病床数
の格差を縮小するために厚生省令の改正を行い,ほとんどの都道府県で見直しが完了した。
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詳細データ1 都道府県別必要病床数および既存病床数の状況




